
昼食会
来賓講演

講
演
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

日
は
、
私
が
担
当
す
る
マ
ク
ロ
経
済
政
策
や
「
新
し
い
資
本
主
義
」

で
目
指
す
も
の
、
海
外
と
の
経
済
連
携
等
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

日
本
の
マ
ク
ロ
経
済
政
策

日
本
の
マ
ク
ロ
経
済
政
策
は
、
90
年
代
の
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
常

に
デ
フ
レ
と
の
闘
い
が
そ
の
中
心
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
デ
フ

レ
に
よ
る
国
内
需
要
の
停
滞
と
新
興
国
と
の
コ
ス
ト
競
争
を
背
景
に
、

企
業
は
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
に
邁
進
し
、
海
外
生
産
比
率
を
高
め
た
結
果
、

国
内
投
資
が
不
足
し
、
賃
金
も
大
き
く
抑
制
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
今
、
こ
の
悪
循
環
を
断
ち
切
る
挑
戦
が
確
実
に
動
き

始
め
、
実
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
賃
金
上
昇
に
つ
い
て
で
す
。
２
０
２
３
年
の
春
闘
で
は
過

去
30
年
間
で
初
め
て
と
な
る
、
４
％
近
い
賃
上
げ
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
こ
の
流
れ
を
中
小
企
業
等
に
も
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

政
府
と
し
て
も
、
賃
上
げ
税
制
や
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
支
援
の

ほ
か
、
適
切
な
価
格
転
嫁
、
下
請
取
引
の
適
正
化
に
向
け
た
環
境
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

次
に
、
国
内
投
資
の
拡
大
で
す
。
持
続
的
な
成
長
と
分
配
の
好
循

環
を
生
み
出
す
に
は
、「
国
内
投
資
の
拡
大
や
研
究
開
発
の
促
進
に

よ
る
生
産
性
の
向
上
」
と
「
価
格
転
嫁
を
通
じ
た
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
率

の
確
保
に
よ
る
賃
上
げ
」
が
車
の
両
輪
で
す
。
企
業
の
投
資
意
欲
は

近
年
に
な
い
高
ま
り
と
な
っ
て
お
り
、
政
府
と
し
て
も
、
22
年
の
経

済
対
策
に
お
い
て
、
半
導
体
や
Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）

等
の
戦
略
分
野
へ
の
投
資
を
７
兆
円
規
模
で
支
援
す
る
等
、
官
民
連

携
で
大
胆
な
投
資
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
中
身

岸
田
内
閣
は
、
発
足
以
来
、「
新
し
い
資
本
主
義
」
を
掲
げ
、
賃

上
げ
と
と
も
に
国
内
投
資
を
重
視
し
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
世
界
に
目
を
向
け
て
も
、
米
国
の
「
モ
ダ
ン
・

サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
」
等
、
政
府
が
供
給
サ
イ
ド
に

働
き
掛
け
、
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
取
り
組
み
が
重
視
さ
れ
、
今
や

Ｇ
７
等
の
共
通
の
政
策
認
識
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、

人
へ
の
投
資
や
Ｇ
Ｘ
、
経
済
安
全
保
障
等
、
外
部
効
果
が
大
き
く
、

過
少
投
資
と
な
り
や
す
い
分
野
が
、
今
後
の
成
長
の
鍵
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

「
新
し
い
資
本
主
義
」
を
推
進
す
る
日
本
へ

積
極
的
に
投
資
し
て
ほ
し
い

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
経
済
財
政
政
策
）

後ごとう
藤
茂しげゆき
之
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日
本
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
が
激
化
す
る
中
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト

重
視
の
企
業
経
営
が
広
が
り
、
人
へ
の
投
資
が
不
足
し
、
賃
上
げ
や

研
究
開
発
投
資
が
抑
制
さ
れ
た
結
果
、
新
た
な
価
値
創
造
が
停
滞
し
、

中
間
層
の
減
少
を
招
き
ま
し
た
。
付
加
価
値
を
高
め
つ
つ
、
収
益
を

労
働
者
に
分
配
し
、
さ
ら
な
る
経
済
成
長
が
生
ま
れ
る
と
い
う
成
長

と
分
配
の
好
循
環
を
成
し
遂
げ
、
分
厚
い
中
間
層
を
復
活
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
新
し
い
資
本
主
義
」
は
そ
の
た
め
の
処
方
箋

で
す
。

重
点
的
に
投
資
す
る
分
野
は
、
人
へ
の
投
資
、
科
学
技
術
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
Ｇ
Ｘ
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
）
で
す
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
、
投
資
額
を
５
年
後
に

10
倍
増
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
人
材
、
資
金
供
給
、
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
３
本
柱
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を

創
出
し
ま
す
。
人
へ
の
投
資
で
は
、
①
リ
ス
キ
リ
ン
グ
、
②
職
務
に

応
じ
た
適
正
な
ス
キ
ル
の
評
価
、
③
自
ら
の
選
択
に
よ
る
労
働
移
動

の
円
滑
化
、
と
い
う
三
位
一
体
の
労
働
市
場
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

加
え
て
、
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
、
幼
児
教
育
・
保
育
、
高
等
教

育
に
至
る
ま
で
の
人
へ
の
投
資
を
強
化
し
、
少
子
化
傾
向
の
反
転
に

つ
な
げ
る
た
め
、「
こ
ど
も
未
来
戦
略
会
議
」
で
検
討
を
進
め
、
６

月
ま
で
に
将
来
的
な
こ
ど
も
・
子
育
て
予
算
の
倍
増
に
向
け
た
大
枠

を
お
示
し
し
ま
す
。
Ｇ
Ｘ
は
、
今
後
10
年
間
で
１
５
０
兆
円
を
超
え

る
官
民
投
資
を
実
現
す
る
た
め
、
新
た
に
「
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
」
を

創
設
し
、
国
と
し
て
20
兆
円
規
模
の
先
行
投
資
を
実
行
し
ま
す
。

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
各
国
が
共
通
し
て
直
面
す
る
課
題
に

つ
い
て
、政
府
が
供
給
サ
イ
ド
に
働
き
掛
け
る
「
新
し
い
資
本
主
義
」

の
重
要
性
や
こ
う
し
た
取
り
組
み
へ
の
国
際
的
な
連
携
の
必
要
性
を

訴
え
、
議
論
を
リ
ー
ド
し
て
い
き
ま
す
。

海
外
か
ら
の
投
資
促
進
に
向
け
て

最
後
に
、
海
外
と
の
経
済
連
携
に
つ
い
て
で
す
。
３
月
末
、
Ｃ
Ｐ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先

進
的
な
協
定
）
へ
の
英
国
の
加
入
が
実
質
的
に
妥
結
さ
れ
ま
し
た
。

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
最
も
包
括
的
か
つ
野
心
的
な
貿
易
協
定
の
１
つ
で

あ
り
、
21
世
紀
型
の
新
た
な
共
通
ル
ー
ル
を
世
界
に
広
げ
て
い
く
重

要
な
協
定
で
す
。
英
国
の
加
入
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
と
ど
ま

ら
ず
、
世
界
全
体
の
貿
易
・
経
済
の
さ
ら
な
る
成
長
・
発
展
に
も
寄

与
す
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
重
要
な
の
は
、
日
本
が
オ
ー
プ
ン
で
あ
り
続
け
、
海
外
か

ら
の
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
ア
イ
デ
ア
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
こ

と
で
す
。
政
府
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
対
日
直
接
投
資
残
高
を
20
年

比
で
倍
増
す
る
と
の
目
標
を
掲
げ
、
投
資
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
現
在
、
新
た
な
目
標
の
設
定
を
検
討
し
て
お
り
、
４
月
に
も
新

た
な
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。
戦
略
分
野
に
お
け

る
投
資
促
進
と
人
材
育
成
の
支
援
や
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ

ス
テ
ム
拠
点
都
市
へ
の
支
援
、
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
、

外
国
人
が
ビ
ジ
ネ
ス
や
生
活
を
し
や
す
い
環
境
整
備
等
の
取
り
組
み

を
早
期
に
進
め
、
海
外
か
ら
の
投
資
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
Ｂ
７

の
皆
さ
ま
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
、
日
本
に
対
し
て
投
資
を
し
て
ほ
し
い

と
、
強
く
訴
え
た
い
。

今
ま
さ
に
、
デ
フ
レ
と
低
成
長
の
悪
循
環
を
断
ち
切
る
千
載
一
遇

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
皆
さ
ま
と
協
力
し
な
が
ら
、
世
界
の
課
題
解
決

に
貢
献
し
、
日
本
が
世
界
と
共
に
成
長
で
き
る
、
そ
の
た
め
の
努
力

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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